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4／21（月） 4／22（火） 4／23（水） 5／14（水） 5／15（木） 5／16（金）
12：15～12：45① ② ① ② ① ②














































































































































































































































































































































































































































































































































4月 15日　　　　　　　年度末長期貸出返却日 11月 25日～12月14日　　冬季休暇中長期貸出
（書庫内図書1院生・教職員）
12月 10日～24日　　　　　冬季休暇中長期貸出
5月 （開架図書：利用対象者全員）
（書庫内図書1学部生）
6月 3日～7月4日　　　夏季休暇中国立六大学附属図書館 24日～1月7日　　　冬季休業
の利用申込み受付
創立記念日【休館】
25日～1月5日　　　年末年始　休館
18日
19日～8月15日　　夏季休暇中長期貸出 平成 6日～7日　　　　　短縮開館
（書庫内図書：院生・教職員） 10年 8日～　　　　　　　夜間業務開始
1月 16日　　　　　　　　冬季休暇中長期貸出返却日
7月 1日～9月9日　　　夏季休暇中国立大学学生の利用
受付 2月
5日～9月2日　　　夏季休暇中長期貸出
　　　　　　　（開架図書：利用対象者全員） 3月 1日～14日　　　　　年度末長期貸出
（書庫内図書：学部生） （書庫内図書二院生・教職員）
19日～9月9日　　　夏季休業 18日～30日　　　　年度末長期貸出
【夏季休業中土曜・日曜日休館】 （開架図書二利用対象者全員）
19日～9月9日　　　短縮開館 （書庫内図書：学部生）
23日　　　　　　　　修士学位授与式
8月 24日　　　　　　　卒業式
29日　　　　　　　　卒業予定者最終貸出日
9月 10日～　　　　　　夜間業務開始 30日　　　　　　　　卒業予定者最終返却日
17日　　　　　　　夏季休暇中長期貸出返却日
★毎月末日は図書整理のため休館いたします。
　☆前期試験：9月10日～30日
　　後期試験：1月22日～2月18日
（平成10年4月1～7日春季休業、15日長期返却日の予定）
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目　　次　一旧一一一一一一…一一一一・一一一一一一一一・一回一
〈巻頭言＞
・倫理学者にもわかる工学書を
（文学部教授加藤尚武）
??
く報告・レポート＞
。PsycLIT（心理学行動科学文献情報）のネットワー
ク利用について（沼澤博）　　　　　　　　　　　　　2
・アメリカの大学図書館訪間記一II：U　C　LA（カリ
フォルニア大学ロサンジェルス校）（片山淳）　　　4
・平成8年度国立大学図書館協議会シンポジウム（西
地区：名古屋大学）に参加して（小川晋平）　　　　8
〈図書館の動き＞
・学術情報センターとの共催による地域講習会（I
R、CAT、I　L　L）を開催　　　　　　　　　　　9
・学術情報センターの新目録所在情報サービス説明
会を開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
・「電子図書館システム」構築に向けて動き始めまし
た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
・本館ホームページが「国立大学優秀広報誌等表彰・
奨励賞」を受賞しました　　　　　　　　　　　　　10
・展示会「『今昔物語集』への招待」を開催　　　　10
・「論文・レポートのための文献収集講座」開催は大
好評のうちに　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
・CD－ROMネ・ソトワークサーバシステムに
PsycLIT（心理学行動科学文献情報）追加　　　　　12
・“access．txt一文献調査・利用ガイド（第1版）”の
刊行を計画中　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
・新入生オリエンテーション開催のご案内　　　　13
・図書館利用証と学生証の一元化について　　　　　13
・平成8年度大型コレクション「古地図及び地理学文
献コレクション」を購入　　　　　　　　　　13
・全学共通科目用参考図書、大学院生用専門参考図書
および留学生用図書館資料の購入費が認められまし
た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
く資料利用案内〉
・全国共同利用図書資料（大型コレクション）の利用
案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
・教官寄贈資料紹介（平成8年8月一平成9年2月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15
・平成8年度学生希望購入図書一覧　　　　　　　　16
＜図書館日誌＞ 18
草都大撃購属図婁館所職食璽篠『縞帽子折葦紙3［上巻pp．004・・005｝
京都大学附属図書館館報「静脩」
　　Vo1．33　No．2（通巻123号）
発行：1997年3月31日
編　集：静脩編集委員会
　（責任者：附属図書館事務部長）
刊行者：京都大学附属図書館
　　　　〒606－01　京都市左京区吉田本町
　　　　　　　　Te1．075－753－2613
□編集後記〕2000年を控えて、図書館に大きな波が寄せてきているように思われます。インターネットそして電子図書
館が端的にそれを言い表しているのでしょう。この広報誌も、ホームページによって公開されるようになっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どこのどんな人がこれを読むことになるのでしょう。その意味からこのままの編集方針で良いのか見直すことも必要に
なっているのかも知れません。ともかく、今回は、文学部の加藤先生から巻頭言をいただきました。図書館は各専門分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野の最新の基礎知識を入手できなくては……というものでした。新しいシステムの導入を控えて学内の衆知を集めた図
書館の機能的なまとまりが必要になっていると思われます。調整された分散主義から、分散の中での機能的集中をとい
うことになるのでしょうか……（Z）
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